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“おまつり、ワッショイ” 

アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター ��������

平成１８年度　行政協力員の皆さん ……………２Ｐ
生涯学習フェスティバルを開催します ………３Ｐ
家庭児童相談室を開設 …………………………４Ｐ

まちの話題 ………………………………………６Ｐ
あぐいぶらり旅（村絵図を歩く）  ……………７Ｐ
耐震改修で固定資産税を減税 …………………９Ｐ

４月４月１５１５日、日、１６１６日の２日間大古根地区で山車の引き回しが行われました。日の２日間大古根地区で山車の引き回しが行われました。
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　平成１８年度の行政協力員の皆さんが決
まりました。
　行政協力員の皆さんは、大字や自治会
の長に選出された方々で、地域の要望や
意見の取りまとめなど、町政と地域を結
ぶパイプ役として１年間ご協力いただき
ます。（敬称略）
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5月20
日（土

）・21
日（日

） 

阿久比
町中央

公民館
 

　埼玉県生まれ。アニメや映
画の吹き替えなど声優として
活躍。「サザエさん」のマスオ役、
「それゆけ！アンパンマン」の
ジャムおじさん役などで有名。
声優の傍ら、ナチュラリストと
して、テレビ出演も多く、手づ
くりの味噌を作る自然法人「み
そひともんちゃく」を結成。 

　20日・21日　午前9時～午後4時 

　21日　午前10時～ 

　20日・21日　午前9時～午後4時 

　21日　午前10時～ 

俳句大会　　　　20日　午前10時半～受付 
狂俳大会　　　　21日　午前9時～ 
囲碁・将棋大会　21日　午前10時～ 
短歌大会　　　　21日　午後1時～ 

民踊・箏曲（こと）、大正琴、詩吟 

　20日　午前10時～ 
絵画、書道、いけ花  
　20・21日　午前9時～ 
　※コーナーによって時間が異なります。 

全部押せたら「景品」がもらえるよ 
　20日・21日　午前9時～ 

盆栽、山野草 
　20日・21日　午前9時～午後4時 
 

【問い合わせ先】 
社会教育課   fl（48）1111（内262・280） 

20日　午前10時～正午 

　毎月第3土曜日に実施している「ふれあいの森あ
そび方教室」を、今回は中央公民館で行います。ど
なたでも参加できる「プラバンづくり」を行います。
みなさんそろってお越しください。 
（作ったものは、持って帰ることができます。） 

20日・21日　午前9時～ （両日とも先着200人） 

20日　午後1時～／21日　午前10時～ 

※　フロッカー、ストライクアウトなどいずれも簡
単で楽しいスポーツですので、家族や友だちで楽
しんでください。 

21日　午前10時～ 

　金魚・メダカすくい、輪投げ、射的などな
つかしい遊びで楽しんでください。 

※　整理券は、５月９日（火）から社会教育課の窓口 
　で配布します。 
　　２０日（土）受付午後１時　開演午後１時半 

演題  

講師 
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助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
書
類

を
添
え
て
役
場
保
険
課
医
療
年
金
係
へ
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

①　

交
付
申
請
書

②　

不
妊
治
療
に
関
す
る
医
師
の
証
明
書

③　

戸
籍
謄
本
そ
の
他
婚
姻
の
事
実
を
証

明
す
る
書
類

④　

住
民
票
の
写
し
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
記
載
事
項
証
明
書

⑤　

町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

を
証
明
す
る
書
類

⑥　

不
妊
治
療
の
支
払
い
に
関
す
る
領
収

書□
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
医
療
年
金
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
５
７
・
２
１
５
）

□
対
象
者

　

阿
久
比
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
既
に
婚

姻
の
届
け
出
を
し
、
引
き
続
き
婚
姻
関
係

に
あ
る
夫
婦
。（
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
が
必
要
。）

□
対
象
と
な
る
治
療

　

医
療
保
険
の
給
付
対
象
と
な
る
不
妊
治

療
と
検
査
（
体
外
受
精
、
顕
微
受
精
な
ど

特
定
不
妊
治
療
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

□
助
成
額

　

普
通
不
妊
治
療
に
掛
か
る
医
療
費
と
検

査
費
用
の
自
己
負
担
分

□
助
成
の
方
法

　

支
払
い
を
終
え
た
自
己
負
担
分
（
医
療

対
象
分
）
に
つ
い
て
、
償
還
払
い
。

□
助
成
期
間

　

助
成
の
申
請
の
あ
っ
た
月
か
ら
一
年
間

□
申
請
方
法

　

二
つ
目
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談

と
支
援
で
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
午
前
中
は
、
町

内
八
保
育
園
で
開
催
さ
れ
る
「
な
か
よ
し

広
場
」
や
児
童
館
の
「
親
子
遊
び
方
教
室
」

に
参
加
し
、
未
就
園
児
と
一
緒
に
遊
び
な

が
ら
様
子
を
眺
め
た
り
、
お
母
さ
ん
と
語

り
合
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
に
は
、
無
限

の
夢
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
園
や
幼
稚
園
を
訪
問
し
、

園
児
た
ち
の
様
子
を
観
察
し
な
が
ら
園
長

先
生
方
か
ら
情
報
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
小
・
中
学
校
や
施
設
、
関
係

機
関
に
も
出
向
き
、
情
報
交
換
を
密
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

午
後
は
、
役
場
で
事
務
整
理
や
会
議
を

し
た
り
、
電
話
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
室
に
は
、
直
通
電
話
が
あ
り
ま
す
。

個
室
も
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接
面
談
も
で

き
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ー
町
民
の
皆
さ
ん
へ
ー

　

近
所
の
子
ど
も
の
こ
と
で
お
か
し
い
な
、

心
配
だ
な
と
思
わ
れ
る
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
一
報
く
だ
さ
い
。
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
内
家
庭
児
童
相
談
室

　

直
通　

�（
４
８
）２
２
２
１

　

相
談
員　

榊
原
建
夫（
さ
か
き
ば
ら
た
て
お
）

　

町
で
は
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
住

民
福
祉
課
内
に
家
庭
児
童
相
談
室
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
く
の
か

榊
原
建
夫
相
談
員
に
活
動
内
容
を
聞
き
ま

し
た
。

　

家
庭
児
童
相
談
員
の
主
な
業
務
は
、
子

ど
も
に
関
す
る
相
談
と
支
援
で
す
。

　

一
つ
は
、
虐
待
な
ど
か
ら
の
保
護
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
へ
の
救
援
対
策
と
相
談

で
す
。
身
体
的
、
性
的
、
心
理
的
行
為
、

ネ
グ
レ
ク
ト
と
呼
ば
れ
る
養
育
放
棄
・
怠

慢
が
虐
待
と
法
律
で
定
義
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
は
宝
で
す
。
大
人
の
責
任

で
健
や
か
な
成
長
・
発
達
を
援
助
し
た
い

も
の
で
す
。

なかよし広場で子どもたちとふれあう榊原相談員
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□問い合わせ先　住民福祉課児童福祉係 
　fl（48）1111（内226） 

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

自営業者
（国民年金加入者）

扶養親族等の数

５３２万円４６０万円０　人

５７０万円４９８万円１　人

６０８万円５３６万円２　人

６４６万円５７４万円３　人

６８４万円６１２万円４　人

７２２万円６５０万円５　人

注１）　所得税法に規定する老人控除対象配偶者また
は老人扶養親族がある者についての限度額（所
得額ベース）は左記の額に当該老人控除対象配
偶者または老人扶養親族１人につき６万円を加
算した額。

注２）　扶養親族などの数が６人以上の場合の限度額
（所得額ベース）は、１人につき３８万円（扶養親
族などが老人控除対象配偶者または老人扶養親
族であるときは４４万円）を加算した額。

所得制限限度額　所得には一定の控除があります。また、所得制限限度額は年によって変更されることがあります。
具体的な所得制限限度額は次のとおりです。

　支給対象年齢が、これまでの小学校３年生（９歳到達後最初の年度末）まで
から小学校６年生（１２歳到達後最初の年度末）までに拡大され、併せて所得制
限が引き上げられました。

　新たに児童手当を受けられる児童の保護者の方は、役場住民福祉課の窓口（公
務員は勤務先）で認定請求の手続きが必要です。
　改正に伴う新規請求は、平成１８年９月３０日までに受け付けたものに限り、特
例的に４月１日（または支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。

�

　これまで児童手当を受給していた保護者の方は、特別に手続きをする必要は
ありません。
　上記に該当しない保護者の方で、次の受給資格がある場合は認定請求の手続
きが必要になります。

�

　これまで児童手当を受給していない保護者の方は認定請求※１、児童手当を受
給していた保護者の方は額改定認定請求※２の手続きが必要となります。

　所得制限の引き上げ（下記参照）により、新たに児童手当を受給できる場合
がありますので、該当する保護者の方は認定請求の手続きが必要となります。

平成１８年度に小学校４年生の児童がいる保護者の方
（平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ）

平成１８年度に小学校５年生または６年生の児童がいる保護者の方
（平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ）

○児童手当制度の目的

　児童手当制度は、児童を養育
している方に手当を支給するこ
とにより家庭における生活の安
定に寄与するとともに、次代の
社会を担う児童の健全な育成と
資質の向上に資することを目的
にしています。

○児童手当制度のしくみ

１．支給対象
　児童手当は１２歳到達後の最初
の３月３１日までの間にある児童
（小学校修了前の児童）を養育
している方に支給されます。
　前年（１月から５月までの月
分の手当については前々年）の
所得が一定額以上の場合には、
児童手当は支給されません。
２．支給手続き
　児童手当は児童を養育する家
計の主たる生計維持者が申請し、
住所地の市町村長（公務員は勤
務先）の認定を受けることによ
り、申請した翌月分から支給さ
れることになります。
３．支給月額
　第１子 ５，０００円、第２子 
５，０００円、第３子以降 １０，０００円
４．支払時期
　児童手当は原則として毎年２
月、６月、１０月にそれぞれの前月
分までが支給されます。

※１＜認定請求＞
　○健康保険被保険者証などの写し（申請者が厚生年金など加入の場合）
　○児童手当用所得証明書（次の場合のみ必要となります）
　　・　平成１７年１月１日現在で阿久比町に住所がなかった場合
　　　　→平成１７年度（平成１６年分）の証明書
　　・　平成１８年１月１日現在で阿久比町に住所がなかった場合
　　　　→平成１８年度（平成１７年分）の証明書
　○申請者の預金通帳（郵便局除く）
　○印鑑
※２＜額改定認定請求＞
　○印鑑

認定請求の手続きが必要となります

平成１８年４月１日から拡充された内容

����������������

�������

�������

���������������������

���������������

【手続きに必要なもの】

　その年の１月
１日現在で住所
があった市町村
が発行します。

�
�
�
�
�
�
�

これまで所得制限により児童手当を受給していない保護者の方
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ �������

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

　春４月、町内で桜が満開になり、地区の神社な
どでは祭りが行われ、山車の引き回しや祭り囃子
の音色で町の中が活気づきました。　

大古根地区三番叟大古根地区三番叟

萩地区山車の坂おろし萩地区山車の坂おろし

ちょうちんを付けて山車を引き回す大古根地区ちょうちんを付けて山車を引き回す大古根地区

萩地区子ども囃子萩地区子ども囃子

宮
津
地
区
二
台
の
山
車
の
前
で
盛
り
上
が
る
若
者
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各
地
区
で
春
祭
り
が
行
わ
れ
、
風
に

乗
っ
て
笛
や
太
鼓
の
祭
り
囃
子
が
聞
こ
え

る
日
曜
日
、
矢
口
村
・
高
岡
村
絵
図
を
見

な
が
ら
、
い
つ
も
の
よ
う
に
友
人
と
二
人

で
ぶ
ら
り
旅
に
出
掛
け
た
。

　

村
絵
図
解
説
書
に
は
「
両
村
の
田
畑
・

雨
池
・
山
林
な
ど
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で

い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
単
位
に
村
絵

図
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
両

村
に
限
っ
て
、
一
枚
の
絵
図
面
に
描
き
表

わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。
今
回

は
両
地
区
を
歩
く
こ
と
に
し
た
。

　

矢
口
地
区
の
済
乗
院
辺
り
を
歩
い
て
い

る
と
、
一
人
の
老
人
に
出
会
う
。「
ど
ち
ら

へ
行
か
れ
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
こ
の

先
の
ミ
カ
ン
畑
へ
ち
ょ
っ
と
ね
」
と
応
え

て
く
れ
、
し
ば
ら
く
立
ち
話
を
す
る
。

　

村
絵
図
の
西
側
は
田
や
山
林
が
広
が
っ

て
い
る
。
今
も
昔
も
山
林
が
多
い
の
は
変

わ
り
が
な
い
と
老
人
は
言
う
。
南
方
の
正

面
を
指
差
し
て
「
あ
の
森
は
箭
比
（
や
ひ
）

神
社
が
あ
る
所
だ
け
ど
、
大
き
な
シ
イ
の

木
が
あ
っ
て
ね
、
わ
し
が
小
さ
い
じ
ぶ
ん

木
に
登
っ
て
実
を
採
っ
て
食
べ
た
よ
。
う

ま
か
っ
た
ぞ
。
よ
そ
の
村
か
ら
も
、
よ
う

採
り
に
来
と
っ
た
よ
」
と
昔
話
を
聞
か
せ

て
く
れ
た
。

　

次
に
矢
口
村
氏
神
へ
と
向
か
う
。
こ
の

氏
神
は
先
ほ
ど
老
人
が
昔
を
懐
か
し
ん
で

い
た
箭
比
神
社
。

　

神
社
は
菅
原
道
真
の
孫
雅
規
が
延
喜
十

二
年
（
九
一
二
）
に
阿
久
比
の
ニ
ノ
宮
と

し
て
開
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

神
社
由
来
が
記
さ
れ
た
看
板
に
「
本
殿

に
向
か
う
階
段
途
中
に
は
尾
張
二
代
藩
主

徳
川
光
友
公
が
寄
進
し
た
と
言
わ
れ
る

�
赤
鳥
居
�が
あ
り
こ
れ
を
く
ぐ
る
と
�
お

こ
り
�
に
か
か
る
と
言
い
伝
え
が
残
っ
て

い
る
」
と
意
味
深
な
表
現
が
あ
る
。

　

桜
の
花
び
ら
で
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
た

石
段
を
社
守
の
男
性
が
掃
除
を
し
て
い
た
。

鳥
居
の
こ
と
を
聞
く
と
「
赤
鳥
居
を
く
ぐ

る
と
�
ば
ち
�
が
当
た
る
と
昔
か
ら
言
わ

れ
て
い
る
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

少
し
石
段
を
上
る
と
、
赤
い
鳥
居
が
見

え
る
。
鳥
居
に
は
通
り
抜
け
で
き
な
い
よ

う
に
わ
ら
で
編
ん
だ
し
め
縄
が
張
ら
れ
て

い
る
。
友
人
は
あ
っ
け
ら
か
ん
と
赤
鳥
居

に
近
づ
き
、
し
め
縄
を
手
で
触
る
。「
勝
手

に
触
る
と
、
ま
た
縁
遠
く
な
る
ぞ
」
と
冗

談
を
言
っ
て
い
る
と
、
私
の
首
に
水
滴
が

落
ち
た
。
水
滴
は
首
か
ら
背
中
に
流
れ
る
。

ぞ
く
ぞ
く
と
身
震
い
が
し
た
。「
悪
い
こ

と
が
起
き
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
心
の
中
で

つ
ぶ
や
く
。（
午
後
か
ら
の
皐
月
賞
で
は

少
し
ば
か
り
い
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
触
ら

ぬ
神
に
た
た
り
な
し
。）

　

神
社
を
後
に
し
て
高
岡
地
区
に
向
か
っ

た
。
次
回
へ
つ
づ
く
。

箭比神社の森

矢口村・高岡村絵図（阿久比町誌資料編１村絵図解説書から）

“おこり”の伝説が残る赤鳥居
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広報あぐい　２００６年５月１日号

１ 全体講座（名古屋大学ＩＢ電子情報館　２階　大講義室）
第３時限

（午後２時５０分～午後４時２０分）
第２時限

（午後１時～午後２時半）
第１時限

（午前１０時半～正午）午前１０時２０分月日（曜日）

地震論
（東海地震・東南海地震論）災害社会学風水害論

オリエン
テーション７月９日（日）

名古屋大学大学院教授
安藤　雅孝

名古屋大学大学院教授
田中　重好

名古屋大学大学院教授
辻本　哲郎

気象学津波災害論地震論（活断層論）
オリエン
テーション７月１６日（日）

名古屋地方気象台職員名古屋大学大学院教授
水谷　法美

名古屋大学大学院教授
鈴木　康弘

都市災害論災害とマスコミ論リーダーに望むこと
愛知県の防災対策オリエン

テーション８月２０日（日）
名古屋工業大学大学院教授

谷口　仁士
ＮＨＫ名古屋放送局報道部副部長

姫野　　浩愛知県職員

ライフライン防災対策地域防災論建築防災論
オリエン
テーション１１月１２日（日）

中部電力・東邦瓦斯職員愛知工業大学教授
正木　和明

名古屋大学大学院教授
福和　伸夫

防災ボランティア論災害情報論自主防災まちづくり論
オリエン
テーション１１月２６日（日） ＮＰＯレスキューストックヤード代表理事

栗田　暢之
愛知県立大学教授
小栗　宏次

富士常葉大学教授
井野　盛夫

災害心理学自衛隊の災害対策警察の災害対策
オリエン
テーション１２月３日（日） 名古屋大学名誉教授

辻　敬一郎
陸上自衛隊１０師団第三部長

中田　茂喜
愛知県警察本部警備部災害対策課長

鈴木　和夫

災害時要援護者論家庭防災論災害医療論
オリエン
テーション１２月１０日（日） 日本福祉大学教授

丹羽　典彦
危機管理対策アドバイザー

国崎　信江
愛知医科大学教授
野口　　宏

閉講式
あいち防災リーダーの活動リーダーシップ論避難所運営体験談

オリエン
テーション１２月１７日（日）

あいち防災リーダー会愛知芸術文化センター総長
森　　正夫

岡崎市福祉保健部福祉総務課企画班長
石川　眞澄

※カレッジ初日（７月９日（日））は午前１０時～午前１０時２０分まで開講式を実施します。

２ 地域講座
第３時限

（午後２時５０分～午後４時２０分）
第２時限

（午後１時～午後２時半）
第１時限

（午前１０時半～正午）午前１０時２０分月日（曜日）会場

ボランティア論演習

オリエン
テーション

９月９日（土）
知
多
会
場

災害図上訓練（ＤＩＧ）９月１７日（日）

応急手当実習地域消防・防災論９月３０日（土）

自主防災組織活性化演習１０月２１日（土）

※講師などの都合により、講座日程などが変更される場合があります。

　

愛
知
県
で
は「
あ
い
ち
防
災
カ
レ
ッ
ジ
」

を
開
講
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
を
受
講
し
て
、
防
災
の
基
礎

的
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
開
講
期
間

　

七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
の
全
十
二
日
間
（
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
防
災
交
通
課

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

□
開
講
時
間

　

午
前
十
時
二
十
分
か
ら
午
後
四
時
二
十

分
ま
で
（
七
月
九
日
は
開
講
式
の
た
め
午

前
十
時
開
始
）

□
開
催
場
所

　

全
体
講
座
は
名
古
屋
大
学
Ｉ
Ｂ
電
子
情

報
館
二
階
大
講
義
室

　

地
域
講
座
は
知
多
会
場
（
会
場
に
つ
い

て
は
後
日
発
表
）

□
受
講
料　

無
料

□
受
講
対
象

　

日
ご
ろ
か
ら
防
災
活
動
に
た
ず
さ
わ
っ

て
い
る
か
、
今
後
地
域
の
防
災
活
動
に
参

加
す
る
気
持
ち
の
あ
る
愛
知
県
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
で
全
期
間
出
席
が
可
能

な
方
。

□
募
集
人
員

　

三
百
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

□
修
了
者

　

知
事
名
に
よ
る
修
了
証
と
「
あ
い
ち
防

災
リ
ー
ダ
ー
」
の
称
号
を
授
与
し
ま
す
。

□
申
込
期
限　

六
月
九
日（
金
）必
着

□
申
込
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

②
郵
便
番
号
、
③
住
所
、
④
年
齢
、
⑤
性

別
、
⑥
電
話
番
号
を
記
入
し
て
左
記
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
４
６
０
‐
８
５
０
１

　

愛
知
県
防
災
局
防
災
危
機
管
理
課

　

啓
発
・
育
成
グ
ル
ー
プ

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
１
９
１

□
受
講
決
定

　

七
月
上
旬
ま
で
に
直
接
郵
便
か
役
場
防

災
交
通
課
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
。

平
成　

年
度
あ
い
ち
防
災
カ
レ
ッ
ジ

１８

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

３７ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か

　４月１８日、半田警察署で泥棒逮捕に協力した
新美尚人さん（大字植大）に感謝状が贈呈され
ました。
　事件は４月２日に発生。盗みをした現場を偶
然発見し、逃げていく泥棒を取り押さえ、警察
に通報して犯人逮捕につながりました。
　半田警察署長から感謝状を手渡された新美さ
んは「泥棒だと思い、無我夢中で追いかけて取
り押さえました。これからも犯罪防止に協力を
していきたいです」と力強く話していました。

泥棒逮捕に協力
半田警察署長から感謝状を受け取る新美さん（写真右）

あいち防災カレッジ日程表
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）

を
使
い
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
を
利
用
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
子
申
請
な
ど
が
行

え
ま
す
。

�
　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ

ム
を
利
用
す
る
方
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
た
め
の
「
電
子
証
明
書
」
を
交

付
す
る
も
の
で
、
電
子
証
明
書
は
住
基

カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
ま
す
。

　

別
人
に
よ
る
な
り
す
ま
し
申
請
や
通
信

途
中
で
の
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

�
　

町
で
は
住
民
票
の
写
し
の
交
付
の
請
求
、

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
交
付
の
請
求
、

戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付
の
請
求
、
身

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
と
利
用
で
き
る
電
子
申
請

　

受
け
る
と
利
用
で
き
る
電
子
申
請

元
（
身
分
）
証
明
書
の
交
付
の
請
求
、
付

記
転
出
届
な
ど
を
電
子
申
請
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

国
や
県
が
提
供
す
る
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
ま
す
。
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ

ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

�
　

申
請
者
本
人
（
申
請
時
点
で
十
五
歳
以

上
）
が
直
接
役
場
住
民
福
祉
課
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

・　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
官
公
署
が

発
行
し
た
写
真
付
き
の
証
明
書
）

・　

手
数
料
五
百
円

・　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
サ
ー
ビ
ス

に
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
現
在
こ

の
カ
ー
ド
の
み
）

※　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
電
子
申
請
な
ど
を
行
う
場
合
、

カ
ー
ド
の
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
に
読
み
込

む
た
め
に
、
対
応
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
読
取
装

置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
２
５
・
２
２
４
）

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
の
手
続
き

　
　
　
　
　

受
け
る
た
め
の
手
続
き

第
五
回
　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス 

　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
耐
震
改
修
工

事
を
実
施
し
た
家
屋
に
つ
い
て
、
工
事

が
完
了
し
た
年
の
翌
年
以
降
の
固
定
資

産
税
を
一
定
期
間
、
減
額
す
る
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

□
対
象
と
な
る
家
屋

・　

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
以
前
か

ら
建
っ
て
い
た
住
宅

・　

平
成
十
八
年
一
月
一
日
以
後
に
耐

震
改
修
が
完
了
し
た
も
の

・　

工
事
費
三
十
万
円
以
上
の
も
の

・　

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工

事
で
あ
る
こ
と

□
減
額
と
な
る
期
間

・　

平
成
十
八
年
か
ら
二
十
一
年
ま
で

の
改
修
は
三
年
間

・　

平
成
二
十
二
年
か
ら
二
十
四
年
ま

で
の
改
修
は
二
年
間

・　

平
成
二
十
五
年
か
ら
二
十
七
年
ま

で
の
改
修
は
一
年
間

□
減
額
さ
れ
る
額

　

改
修
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
の
二

分
の
一
（
一
戸
当
た
り
百
二
十
平
方

メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
）

※　

都
市
計
画
税
は
、
減
額
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

耐震改修住宅の
固定資産税を減税します

https://w
w
w
.shinsei.

e

‐ aichi.jp/hom
e/index.htm

l

電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　この減税制度の適用を受けるためには、耐震改修工事完了後３カ月以内に必要書類を添付
した申告書を町に提出することが必要です。

税務課へ提出する書類

役場税務課に備え付けてあります。
※納税義務者（所有者）の認印が必要です。

申告書

耐震改修工事費用の領収証（写し可）耐震改修に関する費用を証する書類

地方公共団体、建築士、指定確認検査機関などの発
行したもの
（注１）　町の耐震改修補助制度を利用された方は、

役場建設課で発行することができます。

耐震基準に適合する旨の証明書
（固定資産税減額証明書）

（注１）　町による固定資産税減額証明書の発行手続き
　次に掲げる書類を用意し、申請してください。

建設課へ提出する書類

役場建設課に備え付けてあります。
※申請者の認印が必要です。

証明申告書

登記事項証明書、建築確認済証、固定資産税課税明
細書（証明書）など

家屋の所在地、建築年月日が確認で
きる書類

（耐震改修工事の）
設計書、工事前後の平面図、工事後の耐震診断書、
写真など

現行の耐震改修要件を満たすことが
確認できる書類
※耐震改修補助制度利用者は、添付
省略

耐震改修工事費用の領収証（写し可）耐震改修に関する費用を証する書類

問い合わせ先　　税務課固定資産税係　内線２３１　建設課計画係　内線２８８

こちらの手続きを 
先にしてください。 
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�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

『
タ
バ
コ
編
』

　
「
め
ざ
せ
！
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い

　

」
は
、
み
な
さ
ん
が
自
分
自
身
の
健
康

２１に
関
心
を
持
ち
、
自
分
に
合
っ
た
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
策
定
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
中
の
「
タ
バ
コ
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

タ
バ
コ
は
�
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
�

と
言
わ
れ
ま
す
。
タ
バ
コ
の
煙
に
は
、
二

百
種
類
以
上
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
呼
吸
器
系
の
が
ん
の
ほ
か
、

妊
娠
に
関
連
し
た
異
常
、
歯
周
病
な
ど
全

身
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
先
か
ら
漂
う
煙
（
副
流
煙
）

は
、
タ
バ
コ
を
吸
う
と
き
の
煙
（
主
流
煙
）

の
五
十
倍
の
発
が
ん
物
質
を
含
ん
で
い
ま

す
。
タ
バ
コ
を
吸
う
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

周
囲
の
人
の
健
康
へ
の
影
響
も
心
配
で
す
。

１０年後の目標現状値

２０.０%
（男性　壮年期）

２０.０%
（男性　青年期）

４１.７%
（男性　壮年期）

３８.７%
（男性　青年期）

①タバコを吸っている人
の割合

０%（男性）
０%（女性）

１３.０%（男性）
 １.６%（女性）

②分煙を心がけていない
人の割合

５０.０%（男性）
５０.０%（女性）

１４.６%（男性）
２０.７%（女性）

③タバコが歯周病に及ぼ
す影響を知っている人
の割合

７０.０%（男性）
９０.０%（女性）

４０.９%（男性）
７５.４%（女性）

④タバコが妊娠に関連し
た異常に及ぼす影響を
知っている人の割合

現状値は「健康日本２１あぐい計画アンケート」による。

み
ん
な
で
達
成
し
よ
う

は
じ
め
の
一
歩
の
取
り
組
み

�・　

タ
バ
コ
が
健
康
に
及
ぼ
す
害
を
理

解
し
ま
す
。

・　

喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
り
、
分
煙
し
ま

す
。
特
に
未
成
年
の
前
で
は
喫
煙
し

な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
す
。

�・　

タ
バ
コ
が
健
康
に
及
ぼ
す
害
を
理

解
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　

・　

喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
り
、
分
煙
し
ま

す
。
特
に
未
成
年
の
前
で
は
喫
煙
し

（　

歳
〜　

歳
）

２０

３９

（　

歳
〜　

歳
）

４０

６４

禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト

①　

禁
煙
し
よ
う
と
思
っ
た
動
機
を
は
っ

き
り
さ
せ
て
お
く
。

②　

禁
煙
後
の
自
分
や
周
囲
の
人
の
状
況

を
想
像
す
る
。

③　

周
囲
の
人
に
宣
言
す
る
。

④　

禁
煙
仲
間
を
つ
く
る
。

⑤　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
。

　

毎
年
五
月
三
十
一
日
は
「
世
界
禁
煙

デ
ー
」
で
す
。
タ
バ
コ
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
を
正
し
く
知
り
、
大
切
な
周
囲
の
人

や
家
族
の
た
め
に
も
禁
煙
・
節
煙
に
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
目
指
す
目
標

タ
バ
コ
に
よ
る
健
康
被
害
を
な
く
す

�

�

�

�

����������������������

����������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま
す
。

・　

自
分
に
合
っ
た
禁
煙
方
法
を
見
つ

け
ま
す
。

�・　

タ
バ
コ
以
外
で
の
ス
ト
レ
ス
解
消

法
を
見
つ
け
ま
す
。

（　

歳
以
上
）

６５

�

�

�

�

����������������

����������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
目
標

・　

禁
煙
・
分
煙
を
心
掛
け
ま
す
。

・　

ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ

チ
な
ど
の
禁
煙
補
助
剤
に
つ
い
て
知

り
ま
す
。

主流煙と副流煙 
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正
一
じ
い
さ
ん
は
絵
を
か
く
こ
と
が
大

す
き
で
す
。

　

公
園
の
す
み
に
置
か
れ
た
、
こ
わ
れ
か

け
た
古
い
電
車
の
絵
を
か
い
た
の
が
、
秋

の
文
化
祭
で
入
選
し
ま
し
た
。

　

今
朝
も
早
く
か
ら
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を

持
っ
て
、
ご
ん
げ
ん
山
の
山
桜
を
か
こ
う

と
車
で
出
か
け
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
散
歩
道
か
ら
見
え
る
ご
ん
げ

ん
山
の
緑
の
森
の
中
に
、
ひ
と
き
わ
目
だ

つ
、
う
す
い
ピ
ン
ク
の
山
桜
が
気
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
。

　

う
す
暗
い
竹
林
を
ぬ
け
た
所
に
大
き
な

池
が
あ
り
ま
し
た
。
池
に
は
空
が
美
し
く

う
つ
っ
て
い
ま
し
た
。
ほ
っ
と
し
た
正
一

じ
い
さ
ん
は
目
を
見
張
り
ま
し
た
。
池
の

む
こ
う
に
ピ
ン
ク
の
山
桜
が
、
池
に
か
ぶ

さ
る
よ
う
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

池
の
水
に
は
緑
の
草
や
、
ピ
ン
ク
の
桜

の
花
が
う
つ
っ
て
風
が
ふ
け
ば
、
ゆ
ら
ゆ

ら
ゆ
れ
て
、
美
し
い
絵
の
よ
う
で
し
た
。

　

正
一
じ
い
さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
イ
ー
ゼ

ル
を
立
て
て
か
き
は
じ
め
ま
し
た
。

　

時
間
も
忘
れ
て
絵
筆
を
は
し
ら
せ
ま
し

た
。
桜
の
木
に
は
満
開
の
ピ
ン
ク
の
花
を

枝
い
っ
ぱ
い
に
か
き
ま
し
た
。
池
に
う

つ
っ
て
い
る
緑
の
草
や
ピ
ン
ク
の
山
桜
も

か
き
ま
し
た
。

　
（
こ
れ
で
よ
し
）
と
、
自
分
の
か
い
た
絵

を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
か
い
た
は

ず
も
な
い
金
色
の
き
つ
ね
が
、
桜
の
木
の

根
元
に
か
わ
い
い
目
を
し
て
、
す
わ
っ
て

い
る
絵
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

池
の
む
こ
う
の
桜
の
木
の
根
元
を
見
る

と
、
金
色
の
き
つ
ね
が
正
一
じ
い
さ
ん
を

か
わ
い
い
目
で
見
つ
め
る
の
で
し
た
。

　

正
一
じ
い
さ
ん
は
び
っ
く
り
し
て
、
絵

筆
を
池
の
中
へ
落
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

池
の
水
に
絵
筆
か
ら
ピ
ン
ク
の
え
の
ぐ

が
流
れ
出
て
き
て
、
美
し
い
絵
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
時
で
し
た
。
木
の
下
に
い
た
金
色

の
き
つ
ね
が
ザ
ブ
ン
と
絵
筆
を
お
っ
か
け

る
よ
う
に
池
へ
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　

正
一
じ
い
さ
ん
は
、
本
当
に
き
つ
ね
に

だ
ま
さ
れ
た
と
、
あ
わ
て
て
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
を
か
か
え
て
、
走
る
よ
う
に
し
て

山
を
出
ま
し
た
が
、
で
も
道
を
ま
ち
が
え

た
の
か
車
が
見
え
ず
さ
が
し
て
歩
き
ま
し

た
。

　

家
に
帰
っ
て
気
が
つ
く
と
、
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
だ
け
持
っ
て
絵
の
道
具
は
み
ん
な

山
へ
忘
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

正
一
じ
い
さ
ん
は
、
山
桜
の
絵
と
賞
を

も
ら
っ
た
電
車
の
絵
を
客
間
に
並
べ
て
か

ざ
り
ま
し
た
。

　

正
一
じ
い
さ
ん
は
金
色
の
き
つ
ね
が
ふ

し
ぎ
で
な
ら
な
く
、
毎
日
の
よ
う
に
見
て

は
考
え
て
い
ま
し
た
。（
金
色
の
え
の
ぐ
も

持
っ
て
い
な
い
し
）

　

で
も
山
桜
は
と
て
も
美
し
く
か
け
て
い

る
の
で
、
自
信
た
っ
ぷ
り
で
し
た
。

　

何
日
か
過
ぎ
て
、
金
色
の
き
つ
ね
の
こ

と
も
忘
れ
て
い
た
夜
の
こ
と
で
し
た
。

　

ゴ
ト
ゴ
ト
ゴ
ト
ッ
と
、
変
な
音
で
目
を

さ
ま
し
た
正
一
じ
い
さ
ん
は
、
音
の
す
る

ほ
う
へ
行
っ
て
見
る
と
、
広
い
ロ
ー
カ
か

ら
で
し
た
。
正
一
じ
い
さ
ん
は
、
腰
が
ぬ

け
る
ほ
ど
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

音
を
た
て
て
ロ
ー
カ
を
走
っ
て
い
る
の

は
、
絵
に
か
い
た
電
車
で
運
転
を
し
て
い

る
の
は
、
金
色
の
き
つ
ね
だ
っ
た
の
で
す
。

正
一
じ
い
さ
ん
は
、
ま
さ
か
と
目
を
こ
す

り
な
が
ら
、
絵
を
か
ざ
っ
て
い
る
部
屋
へ

来
て
ま
た
ま
た
び
っ
く
り
で
す
。
絵
の
中

の
電
車
も
な
く
、
山
桜
の
金
色
の
き
つ
ね

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
一
じ
い
さ
ん
は
、

何
か
お
そ
ろ
し
く
な
り
、
ふ
と
ん
を
か

ぶ
っ
て
ね
ま
し
た
。

　

朝
に
な
っ
て
絵
を
見
に
行
く
と
、
電
車

も
金
色
の
き
つ
ね
も
絵
の
中
に
ち
ゃ
ん
と

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
絵
の
中
の
電
車
も
、
山
桜
の

金
色
の
き
つ
ね
に
も
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

正
一
じ
い
さ
ん
も
忘
れ
か
け
た
あ
る
夜

の
こ
と
で
し
た
。

　

ゴ
ト
ゴ
ト
ゴ
ト
ッ
と
、
家
の
外
で
音
が

し
て
い
る
の
で
、
正
一
じ
い
さ
ん
は
、
あ

わ
て
て
外
へ
と
び
だ
し
ま
し
た
。

　

ま
昼
の
よ
う
に
明
る
い
月
夜
の
空
を
、

絵
の
中
の
電
車
を
金
色
の
き
つ
ね
が
上
手

に
運
転
を
し
て
い
て
、
す
い
す
い
と
空
を

泳
ぐ
よ
う
に
、
ま
た
円
を
か
く
よ
う
に
し

て
、
遠
く
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

正
一
じ
い
さ
ん
は
身
動
き
も
で
き
ず
に

見
つ
め
ま
し
た
。
も
う
帰
っ
て
こ
な
い
だ

ろ
う
と
悲
し
く
泣
い
て
い
ま
し
た
。

　

金
色
の
き
つ
ね
は
、
あ
の
電
車
が
気
に

い
っ
て
、
楽
し
く
乗
っ
て
遊
ん
で
い
る
の

だ
ろ
う
と
、
思
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

正
一
じ
い
さ
ん
は
、
絵
の
中
が
さ
み
し

い
の
で
、
元
通
り
電
車
の
絵
を
か
き
ま
し

た
。
金
色
の
き
つ
ね
も
山
桜
の
木
の
下
に

か
わ
い
く
か
き
ま
し
た
。

　
（
あ
れ
・
・
・
・
・
・
）
正
一
じ
い
さ
ん

が
気
が
つ
く
と
、
ご
ん
げ
ん
山
に
忘
れ
て

き
た
絵
の
ど
う
ぐ
が
、
い
つ
の
ま
に
か
、

き
ち
ん
と
絵
の
が
く
の
下
に
お
い
て
あ
り

ま
し
た
。し

ろ
や
ま
会
員　

中
川　

か
な
め

正
一
じ
い
さ
ん
の
描
い
た
絵

正
一
じ
い
さ
ん
の
描
い
た
絵 

正
一
じ
い
さ
ん
の
描
い
た
絵

正
一
じ
い
さ
ん
の
描
い
た
絵 

正
一
じ
い
さ
ん
の
描
い
た
絵 
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Information

お知らせ  
InformationInformation

□
勤
務
場
所　

町
立
図
書
館

□
勤
務
内
容　

図
書
館
事
務
の
補
助　
　

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間

　

六
月
一
日
〜

□
勤
務
時
間

　

火
曜
〜
金
曜
日

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
六
時

　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
賃　

金　

七
百
二
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

年
齢
五
十
歳
（
平
成
十
八
年
六
月
一
日

現
在
）
ま
で
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
に
勤
務
で
き
る
健
康

な
方　
　
　

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

五
月
十
六
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　

�（
４
８
）６
２
３
１

�パ
ソ
コ
ン
初
級
コ
ー
ス
（
受
講
料
無
料
）

□
実
施
場
所
、
日
程
な
ど

・　

衣
浦
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
高

浜
市
沢
渡
町
５
‐
１
‐
６
）
六
月
八
日

〜
七
月
二
十
七
日　

定
員
十
五
人

□
対
象
者　

障
害
者
手
帳
な
ど
所
持
者

（
身
体
・
精
神
な
ど
）
で
公
共
職
業
安
定

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

所
に
求
職
登
録
し
て
い
る
方

□
選
考
日　

　

六
月
一
日（
木
）

　

衣
浦
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
実
施

□
選
考
方
法　

面
接
で
選
考

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

�
０
５
３
３（
９
３
）２
１
０
２

�
　

卯
之
山
児
童
館
で
は
就
園
前
の
子
ど
も

を
対
象
に
、
親
子
で
紙
芝
居
を
見
た
り
、

手
遊
び
を
し
て
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
び
ま

す
。

　

皆
さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
日　

時

　

五
月
二
十
五
日
（
木
）
午
前
十
時
〜

□
場　

所　

卯
之
山
児
童
館

□
対　

象　

就
園
前
の
子
ど
も
と
親

□
問
い
合
わ
せ
先

　

卯
之
山
児
童
館　

�（
４
８
）４
４
３
０

�
　

四
月
一
日
現
在
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
方
に
、
五
月
上
旬
に
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
県
税
事
務
所
・

金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

譲
渡
や
廃
車
な
ど
の
登
録
手
続
き
を
依

頼
し
た
自
動
車
に
つ
い
て
、
納
税
通
知
書

が
届
い
た
場
合
は
、
登
録
手
続
き
が
正
し

く
行
わ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
居
な
ど
に
よ
り
納
税
通
知
書
が
届
か

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



な
い
と
き
は
、
知
多
県
税
事
務
所
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

休
日
収
納
窓
口
を
開
設

　

五
月
二
十
八
日（
日
曜
日
）

□
場　

所　

知
多
県
税
事
務
所
徴
収
課

　
（
知
多
総
合
庁
舎
一
階
）

□
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

収
納
窓
口
の
時
間
延
長

　

知
多
県
税
事
務
所
で
は
、
五
月
三
十
日

（
火
）・
三
十
一
日（
水
）は
、収
納
窓
口
を
午

後
七
時
半
ま
で
時
間
延
長
し
ま
す
。 

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
県
税
事
務
所
�（
２
１
）８
１
１
１

�
　

阿
久
比
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
次
の

と
お
り
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
を
実
施

し
ま
す
。

□
対
象
者

・　

阿
久
比
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
、
昭
和
七
年
十
月
一
日
〜
昭
和
四

十
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
。

・　

国
保
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
世
帯
に

属
す
る
方
。

・　

受
診
時
に
入
院
ま
た
は
妊
娠
を
し
て

い
な
い
方
。

□
個
人
負
担
額

人
間
ド
ッ
ク

　

一
人
（
男
性
）
九
千
百
三
十
五
円

　
　
　

（
女
性
）
一
万
八
十
円

脳
ド
ッ
ク

　

一
人　

九
千
四
百
五
十
円

※　

検
査
の
当
日
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
検
査
場
所

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

人
間
ド
ッ
ク

　

半
田
市
医
師
会
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

半
田
市
神
田
町
１
‐
１

　

�（
２
７
）７
８
８
７

脳
ド
ッ
ク

半
田
市
医
師
会
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
雁

宿
支
所

　

半
田
市
雁
宿
町
１
‐　

‐
１

５４

　

�（
２
１
）３
３
４
９

□
検
査
内
容 

人
間
ド
ッ
ク

　

診
察
、
身
体
計
測
、
眼
底
検
査
、
眼
圧

検
査
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
、
胃
部
Ｘ
線
検
査
、

腹
部
超
音
波
検
査
、
肺
機
能
検
査
、
血
液

検
査
、尿
検
査
、糞
便
検
査
、聴
力
検
査
、血

圧
検
査
、
心
電
図
検
査
、
喀
痰
細
胞
検
査

（
男 
女
共
通
）、
前
立
腺
検
査
（
男
性
の

み
）、
子
宮
頸
が
ん
検
査
、
乳
が
ん
検
査

（
女
性
の
み
）

脳
ド
ッ
ク

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ
に
よ
り
脳
の
状
態
を

検
査

※　

体
内
に
金
属
が
あ
る
方
は
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
実
施
時
期

　

五
月
か
ら
来
年
二
月
ま
で
。（
日
曜
、
祝

祭
日
お
よ
び
十
二
月
二
十
七
日
〜
一
月
四

日
を
除
く
）

※　

検
査
の
開
始
時
間
は
、
午
前
八
時
半

か
ら
午
前
十
時
十
五
分
ま
で
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
国
保
係　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
１
４
・
２
１
６
）

※　

検
診
希
望
日
の
十
五
日
前
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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身
近
な
自
然
や
環
境
問
題
を
題
材
に
し

た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
阿
久
比
町
や

愛
・
地
球
博
の
旧
瀬
戸
会
場
な
ど
で
開
催

し
ま
す
。

□
主　

催　

㈱
デ
ン
ソ
ー

□
後　

援　

愛
知
県
、
愛
知
県
教
育
委
員

会
、
阿
久
比
町
、
阿
久
比
町
教
育
委
員
会

□
問
い
合
わ
せ
先

デ
ン
ソ
ー
Ｅ
Ｃ
Ｏ
レ
ン
ジ
ャ
ー　

事
務

２１

局

　

�
０
５
２（
５
２
２
）３
８
４
８

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.denso.co.jp/S

O
C
IA

L/index

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ecoren２１
@
yam
azato.jp

Information

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
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□場所・内容・定員・参加料ほか
参加者負
担保険代

定　員対象者場　　所タイトル開催日時
コース名

「コーステーマ」
受付期間

３００円４０人
小学校
４～６年生

デンソー善明
ビオトープ

生きものをは
ぐくむ水

６／２５
９：３０～１５：００

西尾・幸田コース
「水のちから」

前半
５月１日
　～５月２６日

デンソー西尾水
力発電

水を「音」して
みる

７／２３
９：３０～１５：００

西尾いきものふ
れあいの里

森の中のかくれ
んぼ

８／１２
９：３０～１５：００

３００円４０人
小学校
４～６年生

デンソー高棚
稗田川

川がよごれてい
るってほんと？

７／３０
９：３０～１５：００

安城コース
「水と私たちの生活」

デンソー安城
風力発電

できるかな？水
質浄化

８／４
９：３０～１５：００

稗田川、高取公
民館

川は僕らの遊び
場だ！

８／５
９：３０～１５：００

２００円４０人
小学校
４～６年生
と保護者

阿久比町内
燃えろ！火があ
れば生きられる

８／２６
１５：００～２０：１５阿久比コース

「火を使う術」
〈親子プログラム〉 阿久比町内

炎の芸術で照ら
そう！

９／９
１５：００～２０：１５

１００円４０人
小学校
４～６年生

デンソー豊橋
汐川干潟

いきいき干潟の
底ヂカラ

９／２３
９：３０～１５：００

豊橋コース
「干潟の生きもの」

後半
７月１日
　～７月２０日

３００円４０人
小学校
４～６年生

刈谷市
北っ子の森

小さい秋を見つ
けよう

１０／１４
９：３０～１５：００

刈谷コース
「太陽のちから」

刈谷市内
太陽エネルギー
を利用する

１１／１２
９：３０～１５：００

刈谷市
北っ子の森

森の手入れと光
１２／９
９：３０～１５：００

１００円４０人
小学校
４～６年生

デンソー大安
自然観察園

僕らは水辺の調
査隊

１０／２１
９：３０～１５：００

大安コース
「里の水辺探検」

１００円１００人

小学校４年
生～中学校
３年生と保
護者

旧愛・地球博瀬
戸会場里山遊歩
ゾーン（予定）

木の実といっ
しょにあそぼう
よ

１１月予定
９：３０～１５：００

瀬戸コース
「森のなりたち」
〈親子プログラム〉

�

�

�

�

�����������������������������������������������������

�����������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

　愛知県自動車整備振興会では、子どもたちが安心して暮らせる
地域社会づくりに貢献することを目的に「子どもたちを守るクル
マ屋さん」の看板を掲げ運動を実施しています。
　町内では県自動車整備振興会加盟の下記自動車整備工場に看板
（写真）が掲げてありますので、事故や事件に巻き込まれそうな
時は、避難する場所であることを子どもたちに教えてください。

住　　　所整　備　工　場　名小学校区
横松字中側３９㈲半田モータース東　部
萩字五反田１６㈲東海燃料　半田北自動車検査場東　部
板山字イモジャ５－１㈲関モータース英　比
白沢字天神前１６－５愛知中央三菱自動車販売㈱カープラザ知多工場英　比
白沢字中曽根１－１花沢自動車㈲英　比
卯坂字英比３５－１英比自動車工業英　比
卯坂字栗之木谷５６愛知トヨタ自動車㈱阿久比営業所英　比
草木字寺前３０マルアキモータース草　木
草木字中郷５０タケシン自動車草　木
草木字福原６８水谷自動車草　木
草木字三日清水２－１ネッツトヨタ愛知㈱阿久比店草　木
卯坂字梅ケ丘１５０㈱キクテック草　木
阿久比字宮前２７タナカ自動車工業㈲南　部
椋岡字祭礼坊１８－１丸徳自動車南　部
椋岡字道上２－２�新海商店南　部
植大字野崎３－４日産プリンス名古屋販売㈱阿久比店南　部
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知
多
南
部
総
合
卸
売
市
場
は
、
今
年
五

月
で
満
二
十
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り

市
場
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

五
月
二
十
一
日（
日
）

　

午
前
八
時
〜
午
後
一
時
（
雨
天
決
行
）

□
場　

所

　

知
多
南
部
総
合
卸
売
市
場
（
半
田
市
横

山
町
２
０
０
）

□
主
な
内
容

　

①
青
果
物
な
ど
の
模
擬
せ
り
市

　

②
各
種
販
売
・
試
食

　

③
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
ほ
か

�
　

家
庭
裁
判
所
で
は
、
少
年
事
件
の
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
の
声
を
少
年
審
判
手
続
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
心
情
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
な
ど
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
書
面

で
照
会
し
た
り
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
が

電
話
を
し
た
り
、
直
接
会
っ
て
話
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
か
ら
被
害
の
実

情
や
気
持
ち
を
聞
い
て
、
そ
の
声
を
少

年
に
伝
え
、
犯
し
た
罪
に
対
す
る
反
省

を
深
め
さ
せ
、
責
任
の
重
さ
を
自
覚
さ

せ
ま
す
。

○　

少
年
の
保
護
者
に
も
そ
の
声
を
伝
え

て
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ
の
対
応
や

少
年
へ
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て
考
え

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

さ
せ
ま
す
。

○　

裁
判
官
が
少
年
に
対
す
る
処
分
を
決

め
る
に
当
た
っ
て
は
、
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
か
ら
聞
い
た
被
害
の
実
情
や
気
持

ち
も
考
慮
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
裁

判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.courts.go.jp/

□
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶

　

務
係　

�
０
５
２（
２
２
３
）０
９
９
４

�
　

五
月
三
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
。
裁
判

所
で
は
、五
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
を「
憲

法
週
間
」
と
定
め
、
検
察
庁
、
法
務
局
、

弁
護
士
会
と
と
も
に
出
張
講
演
や
法
廷
の

見
学
な
ど
の
記
念
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
の
皆
さ
ん
に
刑
事
裁
判
に
参
加
し

て
も
ら
う
「
裁
判
員
制
度
」
が
平
成
二
十

一
年
五
月
ま
で
に
始
ま
り
ま
す
。
裁
判
所

で
は
、
憲
法
週
間
記
念
行
事
で
、
裁
判
員

制
度
を
取
り
上
げ
た
催
し
を
企
画
し
ま
す
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
裁
判
員
制
度
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課　

　

�
０
５
２（
２
２
３
）０
９
９
４

�
　

衣
浦
西
部
都
市
計
画
区
域
用
途
地
域
の

変
更
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

□
変
更
場
所

　

阿
久
比
町
大
字
宮
津
字
小
廻
間
地
内

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

□
縦
覧
期
間

　

五
月
十
六
日（
火
）〜
五
月
三
十
日（
火
）

　

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時

　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

□
縦
覧
場
所

　

阿
久
比
町
役
場
建
設
部
建
設
課

　

愛
知
県
建
設
部
都
市
計
画
課

※　

こ
の
案
に
つ
い
て
、
区
域
内
の
土
地

所
有
者
お
よ
び
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧

期
間
満
了
の
日
ま
で
に
愛
知
県
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
町
役
場
建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
８
）

　

愛
知
県
都
市
計
画
課

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
５
１
８

�
　

衣
浦
西
部
都
市
計
画
小
廻
間
地
区
計
画

案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

□
縦
覧
期
間

　

五
月
十
六
日（
火
）〜
五
月
三
十
日（
火
）

　

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時

　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

□
縦
覧
場
所

　

阿
久
比
町
役
場
建
設
部
建
設
課

※　

こ
の
案
に
つ
い
て
、
区
域
内
の
土
地

所
有
者
お
よ
び
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧

期
間
満
了
の
日
ま
で
に
町
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
８
８
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�

�

�

�

�

�

�

�

	




�
　

自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
身
体
検
査
、
口
述
試
験

□
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
半
田
募
集
事
務
所

　

�（
２
１
）０
０
０
４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.aichi.plo.jda.go.jp

�
�
�
�
�
�
�
�
	

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�

�

�

�

�

�

�

�

	

�




試験期日受付期間受験資格募集種目

平成１８年６月１１日

～

平成１８年６月１０日

平成１８年７月１日
現在、１８歳以上２７
歳未満の男子

男　

子

２
等
陸
・
海
・
空
士
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半
田
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
を
開
講

し
ま
す
。

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
の
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
と

は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

・
六
月
十
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
（
定
員
三
十
人
）

・
六
月
十
七
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
東
浦
支
署

　
（
定
員
二
十
人
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

東
浦
支
署

　

�
０
５
６
２（
８
３
）０
１
１
９

※　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

年
度
計
画
と
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chit
achu/

�
　

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

□
対
象
者

　

甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
の
資

格
取
得
を
希
望
す
る
方

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	

□
日　

時

　

六
月
二
十
九
日（
木
）、
三
十
日（
金
）

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
場　

所　

半
田
市
中
央
公
民
館
講
堂

　
（
雁
宿
ホ
ー
ル
内
）

□
定　

員　

百
二
十
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

□
受
講
料

　

二
千
八
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

□
受
付
期
間

　

五
月
二
十
二
日（
月
）〜
二
十
六
日（
金
）

　

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時
十
五
分

□
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
写
真
二

枚
（
縦
三
㌢
×
横
二
・
三
㌢
）
と
受
講
料

を
添
え
て
知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課
ま
た
は
阿
久
比
支
署
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitac
hu/syoubousyo/fram

epage1.htm

�
　

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
的
に
は
自
然

災
害
の
救
護
、
発
展
途
上
国
へ
の
援
助
な

ど
国
際
赤
十
字
の
一
員
と
し
て
、
人
道
的

な
使
命
達
成
の
た
め
の
活
動
を
推
進
し
、

国
内
で
は
自
然
災
害
、
事
故
災
害
時
に
迅

速
・
的
確
な
救
援
活
動
、
ま
た
安
全
な
輸

血
用
血
液
の
確
保
、
看
護
師
の
養
成
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
す
べ
て
皆

さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
事
業
資
金
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
員
に
加
入
す
る
と
い
う

形
で
事
業
資
金
募
集
を
行
い
ま
す
。区
長
・

自
治
会
長
を
通
じ
、
各
地
区
の
班
長
（
隣

組
長
）
が
各
家
庭
に
伺
い
ま
す
の
で
、
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�草
木
グ
リ
ン
シ
ニ
ア
カ
ッ
プ
会　

様

　

草
木
保
育
園
へ
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
一
台
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
草
木
厄
歳
会　

様

　

草
木
保
育
園
へ
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
四
台
と

絵
本
棚
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
　

フ
ィ
リ
ピ
ン
地
滑
り
災
害
救
援
金
に
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
ま

り
ま
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
愛

知
県
支
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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Information

金額（円）設　置　場　所

６２９役 場

１,４２８中央公民館本館

４００社会福祉協議会

２,２２８保 健 セ ン タ ー

２,６５０町 立 図 書 館

３１４エスペランス丸山

１,５５０ふ れ あ い の 森

２３８阿久比スポーツ村

９,４３７合　　　　計
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わ
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つ
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は
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，０６３　　（　３６）

人　口　２４，８５６人（　２１）

　男　　１２，３３５人（　１４）

　女　　１２，５２１人（　７）

（　　）は前月との増減数

３月中の異動

　出生　１５　転入 １９５

　死亡　１６　転出 １７３

平成１８年４月１日現在

主催　ゴミゼロ運動推進連絡会／阿久比町 
□問い合わせ先　環境衛生課　fl（48）1111（内317） 

5月28日（日） 
少雨決行（雨天の場合 中止） 

期日 時間 

午前7時～午前8時 

各地区で参加して 
美しい住みよい 
まちづくりに 

協力してくださいね。 


